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研究成果概要 
 ９１年から実験を始めたが、サイクル２２の最盛期の後半（９１～９３年）のデータ

から、“太陽の影”が見かけの位置から太陽半径の３倍近く西南西にずれていた。その位

置も年毎にかなり動いた。最静穏期（９６～９７年）には太陽双極子磁場と地磁気の極

性が逆で安定していたため、宇宙線による“影”のずれが相殺して見かけの太陽中心に

静止していたことが１０TeV 領域で確認された。これは簡単なモデルを用いたシミュレ
ーションでも再現された。 ９９年に拡張された７.５ｍ間隔の Tibet-IIIアレイで観測し
た００年のデータでは３～１５TeV のエネルギー領域で“太陽の影”は全く掻き消えて
いた。これは、黒点数の増加による局所磁場に太陽双極子磁場が乱されて宇宙線粒子が

散乱されたためと思われるが、全く予想しなかった新しい知見である。０６～０８年に

は太陽活動は最静穏期を迎えるが、われわれの予想通り、太陽双極子磁場と地磁気の極

性がそろって、“太陽の影”が地磁気だけのずれの２倍になるかどうか確認することが本

年の最大の目的であった。 
 本年度はデータのキャリブレーション等に時間がかかり、０７年、および０８年度の

暫定的な解析までしか進まなかった。しかし、この太陽の影の暫定的解析の結果では、

０７年、０８年付近に静穏期を迎え、まだサイクル２４の活動の上昇の影響は見られて

いないようである。活動の上昇は０９年度のデータを待つことになる。また、太陽の影

の中心位置においては、０８年では従来の予想通り月の影と同じ方向（西方向）にずれ

て見えている。この位置の詳細な決定等は現時点でキャリブレーションが終了したデー

タの解析の結果から決定する予定である。 

整理番号  
 


